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一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
徳
川
幕
府
の
居
城
で
あ
る
江
戸
城
の
中
に
建
て
ら
れ
た
御

殿
の
図
面
を
収
集
し
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
主
に
建
築
史
研
究
の
視
点
か
ら
御

殿
の
復
原
的
研
究
を
続
け
て
き
た
。
本
稿
は
、
筆
者
が
、
近
年
、
あ
ら
た
め
て
、
江

戸
城
本
丸
御
殿
の
平
面
図
・
間
取
図
を
収
集
し
直
し
、
平
面
の
編
年
を
整
理
し
た
結

果
か
ら
得
る
こ
と
が
出
来
た
知
見
の
う
ち
、
特
に
、
本
丸
御
殿
下
御
鈴
廊
下
の
新
設

時
期
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
城
内
の
工
事
に
関
す
る
史
料
を
編
年
に
ま
と
め
た
『
東
京
市
史
稿　

皇
城
篇

一
～
三
』（
東
京
市
役
所
、
一
九
一
一
～
一
九
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
建
て
ら

れ
た
本
丸
御
殿
は
、
二
代
秀
忠
時
代
の
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
竣
工
御
殿
で
、

そ
の
後
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
改
築
し
た
。
続
い
て
、
三
代
家
光
時
代
の
寛

永
一
四
年
（
一
六
三
七
）・
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
も
二
代
秀
忠
時
代
の
御

殿
を
改
築
し
た
。
し
か
し
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
大
火
に
よ
り
天
守
と
と
も

に
本
丸
御
殿
も
焼
失
し
て
以
降
は
、
明
暦
の
大
火
を
含
め
四
回
の
火
災
で
焼
失
し
、

四
代
家
綱
時
代
の
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）、
一
二
代
家
慶
時
代
の
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）、
一
四
代
家
茂
時
代
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
は
、
幕
府
の
政
庁
・
儀
式
典
礼
の
場
で
あ
る
表
向
、
将
軍
の
住

居
で
あ
る
中
奥
向
（
単
に
奥
向
と
も
言
う
）、
将
軍
と
そ
の
正
室
で
あ
る
御
台
所
の

住
居
で
あ
る
大
奥
向
の
三
領
域
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
表
向
の
建
物
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
若
干
改
築
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
幕
府
の
体
制
が
安
定

し
、
儀
式
典
礼
が
定
型
化
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
火
災
に
よ
る
御
殿
焼
失
後
の
再
建

時
も
、
そ
れ
ま
で
の
建
物
が
踏
襲
さ
れ
固
定
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
表

向
の
東
側
に
あ
る
大
名
や
旗
本
が
詰
め
る
役
所
向
は
、
幕
府
の
様
々
な
組
織
変
革
の

中
で
建
物
の
間
取
や
部
屋
名
に
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
将
軍
や
御
台
所
な
ど
家
族
が
日
常
生
活
を
営
む
中
奥
向
・
大
奥
向
は
、

将
軍
の
代
替
り
に
伴
う
家
族
構
成
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
平
面
や
室
内
意
匠
に
変
更

が
加
え
ら
れ
る
「
模
様
替
え
」
が
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
単
純
に
考
え
れ
ば
、
将
軍
の

人
数
だ
け
、
異
な
っ
た
平
面
図
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
平
面
は
、
三
代
家
光
、
五
代
綱
吉
、

六
代
家
宣
、
七
代
家
継
、
八
代
吉
宗
、
十
二
代
家
慶
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
本
丸
御
殿
下
御
鈴
廊
下
と
は
、
中
奥
向
と
大
奥
向
と

を
結
ぶ
二
本
の
御
鈴
廊
下
の
内
の
一
本
で
あ
る
。
御
鈴
廊
下
は
、
当
初
、
西
側
に
作

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
東
側
に
新
た
に
一
本
作
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
西
側
を
上
御
鈴
廊

下
、
東
側
を
下
御
鈴
廊
下
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
（
図
１
）。
し
か
し
、
上
・
下
御

鈴
廊
下
と
も
に
新
設
時
期
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
平
面
図
に
、
下
御
鈴
廊
下
を

「
新
御
鈴
廊
下
」
と
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
御
鈴
廊
下
に
わ
ざ
わ
ざ
「
新
」
と

（
１
）

研
究
報
告

小　
　

粥　
　

祐　
　

子

江
戸
城
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収
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に
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す
る
研
究
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図
１�　

上
・
下
御
鈴
廊
下
部
分
『
江
戸
城
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
殿
向
御
櫓
御
多
聞
共
絵
図
』『
大
奥
向
総
絵
図
』（『
東
京
市
史
稿
皇
城
篇
』
附
図
）：
弘
化
度
造
営
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つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
新
御
鈴
廊
下
」
と
示
さ
れ
て
い
る
平
面
図
は
、
後
に
「
下

御
鈴
廊
下
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
廊
下
を
新
設
し
た
後
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
新
御
鈴
廊
下
」
と
記
さ
れ
た
平
面
図
に
記
載
さ
れ

た
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、下
御
鈴
廊
下
の
新
設
時
期
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
下
御
鈴
廊
下
の
新
設
時
期
に
関
す
る
先
行
研
究

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
の
平
面
図
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
に
文
献
史
学
と
建
築
史

学
と
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
文
献
史
学
で
は
、
深
井
雅
海
が
主
に
本
丸
御
殿
の

間
取
図
と
儀
礼
図
か
ら
平
面
と
儀
礼
と
の
関
係
、
将
軍
の
代
替
り
に
よ
る
中
奥
向
平

面
の
編
年
に
つ
い
て
、
畑
尚
子
が
大
奥
向
長
局
に
お
け
る
奥
女
中
の
住
居
の
場
所
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。ま
た
、元
々
は
考
古
学
が
専
門
で
は
あ
る
が
、野
中
和
夫
も『
江

戸
城
築
城
と
造
営
の
全
貌
』
の
中
で
御
殿
平
面
を
編
年
に
し
て
い
る
。

　

建
築
史
学
で
は
、
内
藤
昌
と
平
井
聖
が
江
戸
城
関
連
図
面
と
文
献
史
料
と
を
対
比

さ
せ
て
図
面
を
編
年
に
し
、内
藤
の
成
果
を
基
に
伊
東
龍
一
・
服
部
佐
智
子
・
筆
者
な

ど
が
、
新
出
図
面
を
見
出
す
度
に
図
面
の
編
年
を
検
討
し
直
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
井
は
儀
礼
図
か
ら
本
丸
御
殿
表
向
の
建
物
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

　

本
稿
で
報
告
す
る
新
御
鈴
廊
下
（
下
御
鈴
廊
下
）
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

・
文
献
史
学

　

深
井
は
、

御
鈴
廊
下
が
二
本
に
な
っ
た
の
は
明
暦
（
一
六
五
五
年
～
）
以
後
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
絵
図
に
よ
る
と
、
御
鈴
廊
下
は
、
お
そ
く
と
も
九

代
将
軍
家
重
時
代
の
は
じ
め
こ
ろ
ま
で
は
、
中
奥
の
御
休
息
之
間
近
く
に
あ
る

一
カ
所
（
上
御
鈴
廊
下
）
の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
の
点
の
確
認

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

と
し
て
い
て
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
本
の
御
鈴
廊
下
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
明
暦
の
大
火
以
降
、
つ
ま
り
万
治
二
年
に
再
建
さ
れ
た
（
以
下
、
万
治
度

と
記
す
）
御
殿
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

畑
は
、御
三
卿
・
一
橋
家
を
興
し
た
一
橋
宗
尹
の
日
記『
覚
了
院
様
御
実
録
』（『
一

橋
家
文
書
』
茨
城
県
立
歴
史
博
物
館
所
収
）
か
ら
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
六
月

二
十
二
日
の
記
述
に
一
橋
家
当
主
と
な
っ
た
宗
尹
（
幼
名
は
小
次
郎
）
が
、
江
戸
城

本
丸
御
殿
に
登
城
し
、
大
奥
に
い
る
叔
父
・
万
次
郎
（
の
ち
の
、
清
水
重
好
）
と
の

対
面
の
た
め
大
奥
へ
渡
る
際
、「
下
御
鈴
廊
下
」
と
推
測
さ
れ
る
廊
下
を
使
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
新
御
鈴
廊
下
の
設
置
は
、
八
代
吉
宗
時
代
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。
ま
た
、
畑
は
、「
二
本
あ
る
御
鈴
廊
下
の
う
ち
、
下
御
鈴
廊
下
が
設
置
さ
れ

た
時
期
は
い
ま
だ
に
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
わ
か
れ
ば
重
大
な
発
見
と
な

る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

野
中
は
、
八
代
吉
宗
が
将
軍
在
任
中
の
本
丸
御
殿
平
面
図
に
は
新
御
鈴
廊
下
（
下

御
鈴
廊
下
）
が
示
さ
れ
た
図
面
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
吉
宗
が
将
軍

を
退
位
し
、
大
御
所
と
し
て
西
丸
御
殿
へ
移
徙
し
た
際
の
御
小
座
敷
改
造
図
に
下
御

鈴
廊
下
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。野
中
は
論
考
中
で
明
確
に
論
じ
て

は
い
な
い
が
、
下
御
鈴
廊
下
は
吉
宗
が
将
軍
在
任
中
に
本
丸
御
殿
に
新
設
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
丸
・
西
丸
と
も
に
下
御
鈴
廊
下
は
「
享
保
年
間
終
わ

り
か
ら
寛
保
年
間
の
吉
宗
時
代
の
設
置
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。

・
建
築
史
学

　

内
藤
は
、
主
に
、
幕
府
作
事
方
大
棟
梁
・
甲
良
家
に
伝
わ
る
建
築
図
面
を
編
年
に

し
た
上
で
、
御
鈴
廊
下
が
二
本
に
な
る
時
期
に
つ
い
て
、
弘
化
二
年
に
再
建
さ
れ
た

（
以
下
、
弘
化
度
と
記
す
）
本
丸
御
殿
の
平
面
図
と
さ
れ
る
『
江
戸
城
御
本
丸
御
表

御
中
奥
御
殿
向
御
櫓
御
多
聞
共
絵
図
』『
大
奥
向
総
絵
図
』（『
東
京
市
史
稿
皇
城
篇
』

附
図
）
な
ど
を
基
に
、

大
様
は
万
治
度
と
同
じ
で
あ
る
が
大
奥
に
変
更
が
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
御
主

殿
に
相
当
す
る
御
上
の
間
に
加
え
て
新
御
殿
が
天
守
台
下
に
増
築
さ
れ
、
そ
れ

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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に
つ
れ
て
御
対
面
所
も
北
方
へ
移
動
、
そ
の
跡
に
御
客
座
敷
と
御
新
座
敷
が
新

設
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
変
化
に
伴
い
、
中
奥
か
ら
大
奥
へ
至
る
御
鈴
廊
下

も
従
前
の
一
本
か
ら
上
・
下
の
二
本
と
な
る
以
外
、
表
・
中
奥
は
旧
制
の
ま
ま

で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

伊
東
も
、
内
藤
の
論
考
を
踏
襲
し
、

弘
化
度
の
御
殿
は
、
先
の
御
殿
が
天
保
十
五
年
（
一
八
四
三
）
に
焼
失
し
た
後
、

弘
化
二
年
（
一
八
四
四
）
に
完
成
し
て
い
る
（
中
略
）。
中
奥
細
部
に
変
化
が

あ
る
他
は
、
中
奥
・
大
奥
を
つ
な
ぐ
御
鈴
廊
下
が
二
本
に
な
り
、
大
奥
で
は
西

南
に
新
御
殿
が
で
き
、
対
面
所
が
や
や
北
側
に
移
動
し
て
、
そ
の
南
側
の
下
御

鈴
廊
下
に
接
続
す
る
御
客
座
敷
・
新
座
敷
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
新
た
な
変
化

で
あ
っ
た
。

と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
服
部
も
、
弘
化
度
本
丸
御
殿
大
奥
の
平
面
図
か
ら
、

『
大
奥
向
総
絵
図
』（『
市
史
稿
』
所
収
）
は
、
天
保
十
五
年
の
火
災
で
焼
失
し

た
弘
化
度
造
営
後
の
「
大
奥
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
に
は
、「
中

奥
」・「
大
奥
」
を
つ
な
ぐ
御
鈴
廊
下
が
二
本
あ
り
、
北
西
に
新
御
殿
が
で
き
、

御
対
面
所
が
や
や
北
に
移
動
し
、
そ
の
南
側
の
御
鈴
廊
下
に
接
続
す
る
御
客
座

敷
、
御
新
座
敷
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
伊
東
龍
一
氏
は
弘
化
度

の
変
更
箇
所
と
判
断
し
て
い
る
。

と
述
べ
、
内
藤
・
伊
東
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
井
は
、
万
治
度
本
丸
御
殿
の
平
面
図
で
あ
る
「
御
本
丸
御
殿
向
其
外

絵
図
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
と
「
江
戸
城
奥
向
御
殿
指
図
」（
細
川
家
文
書
）

に
「
新
御
鈴
廊
下
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
鈴
廊
下
が
二
本
に
な
る
時
期
は
弘
化
度

の
一
つ
前
に
あ
た
る
万
治
度
本
丸
御
殿
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
先
述
の
よ

う
に
、
万
治
度
本
丸
御
殿
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
再
建
さ
れ
た
御
殿
で
、

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
焼
失
す
る
ま
で
約
一
八
四
年
間
建
っ
て
お
り
、
こ
の

間
、
将
軍
が
八
人
替
わ
り
、
代
替
わ
り
と
も
に
新
し
い
将
軍
が
本
丸
御
殿
へ
移
徙
し

た
。
弘
化
度
本
丸
御
殿
再
建
時
に
は
、
そ
れ
ま
で
建
っ
て
い
た
御
殿
を
踏
襲
し
て
設

計
さ
れ
た
。
弘
化
度
本
丸
御
殿
の
平
面
図
に
「
下
御
鈴
廊
下
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
前
に
建
っ
て
い
た
万
治
度
本
丸
御
殿
に
御
鈴
廊
下
が
二
本
あ
っ
た
可
能
性
を
検

討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、筆
者
は
、『
本
丸
廻
状
留
』

（『
東
京
市
史
稿
皇
城
篇　

第
三
』
所
収
）
の
天
保
十
二
年
（
一
八
四
七
）
に
「
大

奥
下
鈴
廊
下
并
ニ
長
局
取
繕
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

三
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
下
御
鈴
廊
下
の
新
設
時
期
の
検
討

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
の
中
奥
向
と
大
奥
向
の
境
に
、
二
本
目
の
御
鈴
廊
下
、
つ
ま
り

下
御
鈴
廊
下
が
新
設
さ
れ
た
時
期
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、「
新
御
鈴
廊
下
」

と
記
さ
れ
た
平
面
図
の
年
代
比
定
を
行
う
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
が
見
出
し
た
「
新
御
鈴
廊
下
」
と
示
さ
れ
た
平
面
図
を
次
に
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
平
面
図
か
ら
新
御
鈴
廊
下
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
本

稿
は
新
御
鈴
廊
下
の
設
置
時
期
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
新
御
鈴
廊
下
の
名

称
が
「
御
鈴
廊
下
」
や
「
下
御
鈴
廊
下
」
と
改
称
さ
れ
て
い
る
平
面
図
に
つ
い
て
は

取
り
上
げ
な
い
。

　

-

一　
「
新
御
鈴
廊
下
」
の
表
記
に
つ
い
て

・
図
面
Ａ
：「（
江
戸
城
本
丸
御
殿
大
奥
向
絵
図
）
江
戸
御
城
内
図　

７
枚
（
の
内
１

枚
）」・（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）（
図
２
右
図
）

　

図
面
Ａ
に
は
大
奥
向
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
年
紀
は
見
ら
れ
な
い
。
御
鈴
廊
下

は
西
側
と
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
示
さ
れ
て
お
り
、西
側
に
は「
上
御
鈴
廊
下
」、

東
側
に
は
「
新
御
鈴
廊
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

・
図
面
Ｂ
：「（
江
戸
城
本
丸
御
殿
表
奥
向
絵
図
）
江
戸
御
城
内
図　

７
枚
（
の
内
１

枚
）」（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）（
図
２
左
図
）

　

図
面
Ｂ
は
、
図
面
Ａ
に
繋
が
る
表
向
・
中
奥
向
を
示
し
た
図
面
で
あ
る
。
図
面
Ｂ

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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図
２　

御
鈴
廊
下
部
分
「
江
戸
御
城
内
図
七
枚
之
内
」（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）
右
：
大
奥
向
、
左
：
表
奥
向
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に
も
御
鈴
廊
下
が
二
本
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
新
御
鈴
廊
下
」
の
位
置
に
は
単
に
「
御

鈴
廊
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

・
図
面
Ｃ
：「
御
本
丸
御
殿
向
其
外
絵
図
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）（
図
３
）

　

図
面
Ｃ
は
、
表
向
・
中
奥
向
・
大
奥
向
か
ら
な
る
本
丸
御
殿
全
体
が
示
さ
れ
た
図

面
で
あ
る
。
中
奥
向
と
大
奥
向
と
の
境
に
掛
け
紙
が
あ
る
。
図
面
Ｃ
の
表
紙
に
、「
右

立
合
持
場
分
修
復
、
寛
政
二
年
八
月
十
日
、
近
藤
吉
左
衛
門
差
上
ル
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
行
わ
れ
た
修
理
に
用
い
ら
れ
た
図
面

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

掛
け
紙
上
・
下
、
ど
ち
ら
に
も
、
西
側
と
東
側
に
二
本
の
御
鈴
廊
下
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
東
側
の
御
鈴
廊
下
に
つ
い
て
は
、
掛
け
紙
下
に
は
「
新
御
鈴
廊
下
」
と
書

か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
掛
け
紙
上
に
は
「
御
鈴
廊
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
掛
け

紙
上
に
は
、「
新
御
鈴
廊
下
」
に
相
当
す
る
位
置
に
「
下
御
鈴
廊
下
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
そ
の
中
奥
向
側
に
「
御
休
息
」
の
平
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
掛
け
紙
上
は
「
新
御
鈴
廊
下
」
新
設
後
、
下
御
鈴
廊
下
周
辺
を

新
た
に
改
築
し
た
図
面
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
図
面
Ｄ
：「
江
戸
城
奥
向
御
殿
指
図
」（
細
川
家
文
書
）

　

図
面
Ｄ
は
、
大
奥
向
と
中
奥
向
の
一
部
が
示
さ
れ
た
図
面
で
あ
る
。
本
図
に
つ
い

て
は
、
平
井
に
よ
っ
て
、
大
奥
向
に
「
御
内
証
之
御
方
住
居
」「
五
十
姫
様
御
住
居
」

の
付
箋
が
あ
る
こ
と
、
五
十
姫
は
十
代
家
治
の
御
台
所
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
五
十
姫
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
か
ら
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
死

去
す
る
ま
で
本
丸
御
殿
に
住
ん
で
い
た
。

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
の
平
面
図
は
、
そ
の
図
面
用
途
に
よ
っ
て
、
表
向
、
中
奥
向
、

大
奥
向
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
示
さ
れ
る
場
合
、
表
向
＋
中
奥
向
あ
る
い
は
大
奥
向

だ
け
、
表
・
中
奥
・
大
奥
向
が
一
枚
に
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
図
面
Ｄ
は
、
大
奥
向
か
ら
中
奥
向
に
向
け
て
「
新
御
鈴
廊
下
」
が
延
び
、

中
奥
向
全
体
の
平
面
で
は
な
く
新
御
鈴
廊
下
に
直
結
す
る
部
屋
「
御
新
小
座
敷
」
の

み
が
示
さ
れ
て
い
る
。

図
面
Ｅ
：「
江
戸
御
本
丸
御
奥
御
殿
向
絵
図
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）

　

図
面
Ｅ
は
、
大
奥
向
の
み
が
示
さ
れ
た
図
面
で
あ
る
。「
文
久
三
亥
年
三
月
中
旬

写
之　

橘
実
成
」
と
の
端
書
が
あ
る
が
、
年
紀
は
見
ら
れ
な
い
。
本
図
に
は
御
鈴
廊

下
が
二
本
あ
り
、
東
側
の
一
本
に
は
「
新
御
鈴
廊
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

-

二
「
新
御
座
敷
」
の
用
途
と
新
設
の
理
由
に
つ
い
て

　

先
に
挙
げ
た
図
面
Ａ
～
Ｅ
の
う
ち
、「
新
御
鈴
廊
下
」
と
と
も
に
、
図
面
Ｂ
・
Ｃ

に
は
中
奥
向
に
「
新
御
座
敷
」、
図
面
Ｄ
に
は
「
御
新
小
座
敷
」
と
い
う
部
屋
名
が

示
さ
れ
て
い
る
。「
新
御
座
敷
」「
御
新
小
座
敷
」
と
も
に
部
屋
名
に
「
新
」
が
つ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
新
御
鈴
廊
下
」
の
設
置
に
関
係
す
る
部
屋
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

　

①
図
面
Ｂ
・
Ｃ
：「
新
御
座
敷
」
の
構
成

　
「
新
御
鈴
廊
下
」（
図
面
Ｂ
で
は
「
御
鈴
廊
下
」）
に
直
行
し
て
「
御
廊
下
」
が
繋

が
り
、
廊
下
の
南
側
に
は
「
御
広
敷
構
」
と
い
う
部
屋
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
御

廊
下
」
の
東
側
に
は
大
き
さ
の
異
な
る
「
御
溜
」
が
二
部
屋
並
ん
で
い
る
。
こ
の
う

ち
規
模
の
狭
い
方
の
「
御
溜
」
の
北
側
に
は
大
用
場
と
小
用
場
が
つ
い
て
い
る
。

　
「
新
御
座
敷
」
は
「
御
溜
」
の
南
側
に
位
置
し
、「
新
御
座
敷
」
の
西
側
に
「
押
入
」

三
つ
を
備
え
た
「
御
次
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
新
御
座
敷
」
の
東
側
に
は
、
東
西

に
二
部
屋
並
ん
で
い
る
。
図
面
Ｃ
に
よ
る
と
、
東
側
は
「
競
馬
之
間
」、
西
側
は
「
御

次
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
図
面
Ｂ
に
は
「
競
馬
之
間
」
の
表
記
が
見
ら
れ
な
い
。）

こ
れ
ら
の
二
部
屋
の
東
と
南
側
に
は
入
側
と
縁
側
が
巡
っ
て
い
る
。

　

②
図
面
Ｄ
：「
御
新
小
座
敷
」
の
構
成

　
「
新
御
鈴
廊
下
」
に
直
行
し
て
「
御
廊
下
」
が
繋
が
り
、
さ
ら
に
「
御
廊
下
」
に

直
行
す
る
よ
う
に
「
御
新
小
座
敷
」
が
つ
い
て
い
る
。「
御
新
小
座
敷
」
の
南
側
に

は
「
御
次
」
が
、
西
側
に
は
大
用
場
と
小
用
場
が
つ
い
て
い
る
。「
御
新
小
座
敷
」

の
東
側
に
は
「
御
廊
下
」
が
つ
き
、
さ
ら
に
東
か
ら
床
・
棚
が
つ
い
た
「
競
馬
之
間
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御廣座舗

御新部屋

（小用場）
（大用場）

新御鈴廊下

図
３�　

中
奥
向
・
新
御
鈴
廊
下
部
分
「
御
本
丸
御
殿
向
其
外
絵
図
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
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上
之
間
」「
御
次
」
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
二
部
屋
の
東
側
と
南
側
に
は
入
側
と
縁

が
巡
っ
て
い
る
。な
お
、図
面
Ｂ
・
Ｃ
に
あ
っ
た「
御
広
敷
構
」は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

図
面
Ｂ
・
Ｃ
「
新
御
座
敷
」
と
図
面
Ｄ
「
御
新
小
座
敷
」
に
は
、
大
小
用
場
が
あ

る
こ
と
、
将
軍
が
日
常
生
活
を
送
る
中
奥
向
の
あ
る
部
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
新

御
座
敷
」「
御
新
小
座
敷
」
は
住
居
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、

中
奥
向
に
お
い
て
、
将
軍
は
、
中
奥
向
の
西
側
に
「
御
休
息
」「
御
小
座
敷
」
と
呼

ば
れ
る
部
屋
で
日
常
生
活
を
送
っ
た
。
つ
ま
り
、「
新
御
座
敷
」「
御
新
小
座
敷
」
は

将
軍
以
外
の
人
物
が
用
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

将
軍
以
外
の
人
間
が
中
奥
向
に
住
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
畑
が
、
将
軍
庶
子
が
中

奥
向
に
住
む「
表
御
住
居
」に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。畑
は
、『
覚
了
院
様
御
実
録
』

（『
一
橋
家
文
書
』
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
所
収
）
か
ら
、
本
丸
御
殿
に
「
表
御
住
居
」

し
た
の
は
、
八
代
吉
宗
の
四
男
で
あ
る
小
五
郎
（
一
橋
宗
尹
）
と
、
九
代
家
重
の
次

男
で
あ
る
万
次
郎
（
清
水
重
好
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、「
表

住
居
」
に
つ
い
て
は
、『
幕
府
祚
胤
伝
』（
図
書
刊
行
会
『
柳
営
婦
女
伝
叢
』
一
九
一

二
、
所
収
）
か
ら
も
、
小
五
郎
と
万
次
郎
の
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
、『
幕
府
祚
胤
伝
』
に
記
さ
れ
た
小
五
郎
の
「
表
御
住
居
」
に
関
す
る

記
述
を
見
る
と
、

同
（
享
保
）
十
七
年
壬
子
十
二
月
四
日
、
御
座
御
移
徙
、
御
広
舗
構
内
之
内
、

右
之
方
新
規
御
普
請
出
来
、
表
住
居
ニ
付
御
附
人
相
増
、
近
習
番
廿
四
人
、
医

師
一
人
、
此
外
伊
賀
格
之
者
九
人
、
坊
主
廿
五
人
、
六
尺
十
六
人
等
、
外マ

略ゝ

と
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
奥
向
御
広
敷
構
内
の
右
の
方
に
、
小
五
郎
の
御
座
所
が
新
規

に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
挙
げ
た
図
面
Ｂ
・
Ｃ
に
は
、
い
ず
れ
に
も
「
新

御
鈴
廊
下
」
の
中
奥
向
に
「
御
広
敷
構
」
が
あ
り
、
そ
の
右
側
に
小
五
郎
の
御
座
所

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
新
御
座
敷
」
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
新
御
鈴
廊
下
」
は
小
五
郎
の
「
表
御
住
居
」
に
伴
っ
て
新

設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、小
五
郎
の「
表
御
住
居
」に
伴
う
中
奥
向
の
改
修
に
当
た
っ
て
は
、『
年
録
』

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

（
享
保
十
七
年
十
二
月
）
七　

日

　

西
丸
へ
被
為
越

　
　

芙
蓉
之
間

　
　
　
　
　

小
普
請
奉
行

　
　
　
　
　
　
　

時
ふ
く
三�

石
野　

筑
前
守　

　
　

御
右
筆
部
屋
溜

　
　
　
　
　

小
普
請
方

　
　
　
　
　
　
　

銀
七
枚�

鈴
木　

九
八
郎

�

片
山　

与
八
郎

　
　

躑
躅
之
間

　
　
　
　
　

同
改
役

　
　
　
　
　
　
　

同
五
枚�

水
野　

三
郎
右
衛
門

　
　

焼
火
之
間

　
　
　
　
　

棟
梁

　
　
　
　
　
　
　

同
三
枚�

依
田　

淡
路

　

右
小
五
郎
様
御
座
所
御
普
請
御
用
相
勤
候
ニ
付
被
下
也

　

右
同
断
ニ
付
被
下
候
旨
書
付
渡
大
勢
有
之

　
（
以
下
略
）

　

幕
府
の
建
築
・
修
理
工
事
は
、
作
事
方
と
小
普
請
方
と
が
担
っ
た
。
当
初
は
、
作

事
方
が
新
築
工
事
、
小
普
請
方
が
修
理
を
担
当
し
て
い
た
が
、
次
第
に
小
普
請
方
の

勢
力
が
台
頭
し
新
築
工
事
ま
で
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
右
の
記
録
に
よ
る
と
、
小

五
郎
の
「
御
座
所
」
つ
ま
り
中
奥
向
で
の
住
居
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
小
普
請
方
支

配
の
大
工
頭
・
鈴
木
九
八
郎
、
片
山
与
八
郎
、
同
改
役
・
水
野
三
郎
右
衛
門
、
同
大

（
20
）
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工
棟
梁
・
依
田
淡
路
が
工
事
を
担
当
し
、
幕
府
か
ら
褒
美
を
受
け
た
こ
と
が
明
か
と

な
る
。

　

他
方
、
万
次
郎
の
「
表
御
住
居
」
に
つ
い
て
は
、『
幕
府
祚
胤
伝
』
に
、

　
　

同
（
宝
暦
）
八
年
戌
寅
十
一
月
廿
七
日
、
御
表
御
住
居

と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
中
奥
向
の
ど
こ
が
御
座
所
で
あ
っ
た
の
か
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
図
面
Ｄ
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
か
ら
明
和
八
年
（
一
七
七

一
）
に
用
い
ら
れ
た
平
面
図
で
あ
る
の
で
、
万
次
郎
の
「
表
御
住
居
」
に
伴
っ
て
改

築
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

-

三　
「
新
御
座
敷
」
の
設
置
理
由
の
検
討

　

で
は
、
吉
宗
が
中
奥
向
に
小
五
郎
を
住
ま
わ
せ
た
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

周
知
の
通
り
、
紀
州
か
ら
い
わ
ゆ
る
養
子
将
軍
と
し
て
徳
川
宗
家
を
継
い
だ
吉
宗

は
、
様
々
な
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。
ま
た
、
長
男
・
家
重
を
将
軍
に
、
二
男
・
宗
武

に
田
安
家
、
四
男
・
宗
尹
（
小
五
郎
）
に
一
橋
家
を
興
さ
せ
て
い
る
。

　

一
橋
宗
尹
（
小
五
郎
）
を
祖
と
し
た
一
橋
家
に
関
す
る
『
一
橋
家
文
書
』
を
長
年

に
渡
り
整
理
し
、
解
題
お
よ
び
多
数
の
論
考
を
執
筆
し
て
い
る
辻
達
也
は
、
吉
宗
が

自
分
の
息
子
に
田
安
と
一
橋
に
屋
敷
を
与
え
、
一
大
名
と
し
て
独
立
さ
せ
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て

成
長
し
た
将
軍
庶
子
を
分
家
独
立
さ
せ
て
は
際
限
も
な
く
な
る
の
で
、
生
涯
部

屋
住
と
し
、
然
る
べ
き
大
名
家
が
あ
れ
ば
養
子
に
送
込
ま
う
と
い
う
意
圖
だ
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
辻
は
、
吉
宗
と
小
五
郎
（
一
橋
宗
尹
）
の
親
子
関
係
に
つ
い
て

（
前
文
略
）
田
安
宗
武
は
和
歌
を
よ
く
し
、
國
文
學
を
愛
好
す
る
な
ど
堂
上
貴

族
的
教
養
人
だ
っ
た
の
に
對
し
、
一
橋
宗
尹
は
武
藝
狩
獵
等
父
吉
宗
に
通
ず
る

趣
味
を
も
っ
て
居
た
。『
續
三
王
外
記
』
に
「
王
（
吉
宗
）
登
極
の
後
、
未
だ

嘗
て
諸
侯
の
邸
を
過
ぎ
ず
。
但
、
田
安
・
一
橋
邸
を
過
ぐ
。
殊
に
子
宗
尹
を
愛

し
、
亟
ば
こ
れ
を
過
ぐ
」（
原
文
漢
文
）
と
あ
る
。『
續
三
王
外
記
』
の
史
料
價

値
は
か
な
り
低
い
と
み
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
或
は
吉
宗
は
性
格
・
思
考
が
自
分

に
近
い
宗
尹
を
愛
し
て
居
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
筆
者
は
「
新
御
鈴
廊
下
（
下
御
鈴
廊
下
）」
の
新
設
理
由
が
明
確
に

記
さ
れ
た
文
献
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
報
告
し

た
図
面
の
分
析
結
果
と
、
先
に
挙
げ
た
辻
の
論
考
か
ら
、
現
代
流
に
い
え
ば
、
吉
宗

は
四
人
の
息
子
の
中
で
も
特
に
寵
愛
し
て
い
た
小
五
郎
を
自
分
の
近
く
で
育
て
る
た

め
に
、
そ
れ
ま
で
の
、
将
軍
庶
子
は
主
に
大
奥
で
育
て
、
一
大
名
と
し
て
独
立
さ
せ

る
と
い
う
慣
例
に
従
わ
ず
、
一
定
の
時
期
ま
で
自
ら
の
住
居
で
あ
る
中
奥
に
住
ま
わ

せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
下
御
鈴
廊
下
が
新
設
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
下

御
鈴
廊
下
を
「
新
御
鈴
廊
下
」
と
記
し
て
い
る
図
面
の
表
記
内
容
、
そ
れ
に
関
わ
る

文
献
史
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

そ
の
結
果
、「
新
御
鈴
廊
下
」
の
新
設
時
期
は
、
八
代
吉
宗
時
代
で
、
具
体
的
に

は
吉
宗
の
四
男
小
五
郎
の
「
表
御
住
居
」
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
収
集
し
た
本
丸
御
殿
の
平
面
図
に
は
、
二
本
の
御
鈴

廊
下
の
う
ち
、
東
側
の
一
本
、
つ
ま
り
下
御
鈴
廊
下
を
単
に
「
御
鈴
廊
下
」
と
し
て

い
る
図
面
も
あ
り
、「
御
鈴
廊
下
」
周
辺
の
中
奥
向
平
面
は
、「
新
御
鈴
廊
下
」
と
記

さ
れ
た
平
面
図
と
変
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
新

御
鈴
廊
下
（
下
御
鈴
廊
下
）
周
辺
に
更
な
る
模
様
替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
は
、
再
建
時
に
先
例
を
踏
襲
し
て
建
て
ら
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
て
い
る
せ
い
か
、
出
版
物
や
研
究
論
文
な
ど
に
お
い
て
『
東
京
市
史
稿

（
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）

（
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）
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皇
城
編
附
図
』
や
幕
府
作
事
方
大
棟
梁
・
甲
良
家
旧
蔵
図
面
の
一
部
な
ど
、
特
定

の
図
面
ば
か
り
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
本
丸
御
殿
の

中
奥
向
・
大
奥
向
で
生
活
し
た
将
軍
や
家
族
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
、
現
在
、

知
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
沢
山
の
図
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
本
丸
御
殿
中
奥

向
・
大
奥
向
の
平
面
の
変
化
は
、
将
軍
お
よ
び
そ
の
家
族
の
構
成
や
日
常
生
活
の
実

態
を
読
み
解
く
上
で
貴
重
な
情
報
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
よ

り
多
く
の
平
面
図
を
収
集
し
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

深
井
雅
海
『
図
解　

江
戸
城
を
よ
む
』
原
書
房
（
一
九
九
七
）、
拙
稿
『
江
戸
城
の

イ
ン
テ
リ
ア　

本
丸
御
殿
を
歩
く
』
河
出
書
房
新
社
（
二
〇
一
五
）

（
２
）　

註
１
に
同
じ

（
３
）　

畑
尚
子
『
江
戸
奥
女
中
物
語
』
講
談
社
（
二
〇
〇
一
）、『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と

奥
女
中
』
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
九
）

（
４
）　

野
中
和
夫
『
江
戸
城
：
築
城
と
造
営
の
全
貌
』
同
成
社
（
二
〇
一
五
）

（
５
）　

内
藤
昌
「
江
戸
の
都
市
と
建
築
」『
江
戸
図
屏
風
』
毎
日
新
聞
社
（
一
九
七
二
）、

平
井
聖
『
江
戸
城
江
戸
城
（
日
本
名
城
集
成
）』
小
学
館
（
一
九
八
六
）
ほ
か

（
６
）　

伊
東
龍
一『
江
戸
城
１（
城
郭
）（
城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成
）』至
文
堂（
一
九
九
二
）

（
７
）　

服
部
佐
智
子
・
篠
野
志
郎
「
江
戸
城
本
丸
御
殿
大
奥
御
殿
向
に
お
け
る
殿
舎
構
成

の
変
遷
と
空
間
構
成
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
74
巻
641
号
』

（
二
〇
〇
九
）

（
８
）　

拙
稿『
江
戸
城
の
イ
ン
テ
リ
ア　

本
丸
御
殿
を
歩
く
』河
出
書
房
新
社（
二
〇
一
五
）

ほ
か

（
９
）　

註
５　

平
井
に
同
じ

（
10
）　

深
井
雅
海
「
55
中
奥
と
大
奥
と
の
出
入
り
口
「
御
鈴
廊
下
」」『
図
解　

江
戸
城
を

よ
む
』pp. 216-217

（
11
）　

畑
尚
子
「
書
評
『
茨
城
県
立
歴
史
史
料
館
飼
料
叢
書
17
一
橋
家
文
書　

覚
了
院
様

御
実
録
Ⅱ
』」『
茨
城
県
史
研
究
99
』（
二
〇
一
五
）

（
12
）　

畑
尚
子「
新
刊
紹
介　

小
粥
祐
子
著『
江
戸
城
の
イ
ン
テ
リ
ア　

本
丸
御
殿
を
歩
く
』

昭
和
女
子
大
学
紀
要
『
学
苑
』（
二
〇
一
六
）

（
13
）　

註
４
に
同
じ

（
14
）　

註
４
に
同
じ

（
15
）　

註
５　

内
藤
に
同
じ

（
16
）　

註
６
に
同
じ

（
17
）　

註
７
に
同
じ

（
18
）　

平
井
聖
・
小
粥
祐
子
「
江
戸
城
本
丸
御
殿
万
治
度
大
奥
絵
図
の
編
年
」『2013

年
度

日
本
建
築
学
会
大
会
（
北
海
道
）
学
術
講
演
会
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
発
表
会　

建
築
歴

史
・
意
匠
梗
概
集
』（
二
〇
一
三
）

（
19
）　

註
８
に
同
じ

（
20
）　

註
11
に
同
じ

（
21
）　

辻
達
也
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』（
一
九
八
三
）

（
22
）　

註
21
に
同
じ

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般
共
同
研

究
（
二
〇
一
八
年
度
）「
江
戸
城
本
丸
御
殿
平
面
図
・
間
取
図
の
収
集
と
研
究
資
源
化
に
関

す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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